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2009年3月期 連結業績の概要20092009年年33月期月期 連結業績の概要連結業績の概要

2010年3月期 通期業績見通し

今後の事業環境及び中長期戦略
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業績概要①業績概要①業績概要①

デンタル・ネイル・その他を合わせたデンタル・ネイル・その他を合わせた国内売上高は国内売上高は14.314.3％の増収％の増収

特別利益において貸倒引当金戻入（特別利益において貸倒引当金戻入（7878百万円）、関税還付（百万円）、関税還付（5050百万百万
円）を計上する一方、有価証券評価損の発生（円）を計上する一方、有価証券評価損の発生（9898百万円）などから、百万円）などから、
当期純利益は当期純利益は793793百万円（百万円（12.912.9％減益）％減益）

ネイル事業の増収効果はあったものの、同事業に係る販売一般管理ネイル事業の増収効果はあったものの、同事業に係る販売一般管理
費の増加、のれん償却及び広告宣伝費・研究開発費など先行投資的費の増加、のれん償却及び広告宣伝費・研究開発費など先行投資的
費用の増加から、費用の増加から、営業利益は営業利益は1,4141,414百万円（百万円（3.73.7％％減益減益））、、加えて、為加えて、為
替差損の発生などから、替差損の発生などから、経常利益は経常利益は1,3131,313百万円（百万円（13.213.2％減益）％減益）

売上高は売上高は16,52616,526百万円百万円（（8.68.6％％増収）増収）

海外売上高は、海外売上高は、アジア（韓国・台湾）が好調に推移したものの、為替変アジア（韓国・台湾）が好調に推移したものの、為替変
動のマイナス影響（△動のマイナス影響（△416416百万円）から、百万円）から、
海外売上高は海外売上高は 6.56.5％減収％減収（デンタル事業海外売上高比率（デンタル事業海外売上高比率25.725.7％）％）

<<ネイルネイル>> 国内売上高は国内売上高は1,6981,698百万円百万円（実質（実質1,4991,499百万円の増収）百万円の増収）

<<デンタルデンタル>> 化工品類、機械器具類が新製品効果により好調に推移化工品類、機械器具類が新製品効果により好調に推移
したものの、人工歯類の減収などから、国内売上高はしたものの、人工歯類の減収などから、国内売上高は0.90.9％の微増収％の微増収
＜＜新製品売上高：新製品売上高：1,3861,386百万円百万円／単体売上高対比／単体売上高対比10.410.4％％＞＞

プラス要因プラス要因 マイナス要因マイナス要因

P/LP/L

 2002009/9/33期期 業績の概要業績の概要
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設備投資額：設備投資額： 1,3521,352百万円百万円

（主な内訳）（主な内訳）

・・ 仙台営業所仙台営業所 土地・建物土地・建物 232232百万円百万円

・・ 大阪営業所大阪営業所 土地土地 232232百万円百万円

・・ 統合基幹システム関係統合基幹システム関係 278278百万円（無形固定資産・リース資産）百万円（無形固定資産・リース資産）

・・ 人工歯成型機など人工歯成型機など 202202百万円（生産子会社）百万円（生産子会社）

・・ 英国子会社建物増設英国子会社建物増設 8787百万円百万円

保有有価証券の株価下落保有有価証券の株価下落によりにより投資有価証券投資有価証券はは、減損処理分、減損処理分9898百百

万円を含め万円を含め1,0001,000百万円減少百万円減少、純資産に含まれる有価証券評価差額、純資産に含まれる有価証券評価差額

金は金は550550百万円減少百万円減少

B/SB/S

プラス要因プラス要因 マイナス要因マイナス要因

 2002009/9/33期期 業績の概要業績の概要

業績概要②業績概要②業績概要②

C/FC/F
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当期業績の概要<前期対比・予想対比>当期業績の概要当期業績の概要<<前期対比前期対比・予想対比・予想対比>>

単位：百万円、％単位：百万円、％

 前期対比前期対比 増収・減益／予想対比：減収・減益（営業増益）増収・減益／予想対比：減収・減益（営業増益）

 2002009/9/33期期 業績の概要業績の概要

2008/3期 2009/3期 2009/3期
（実績） （予想） （実績）

（対売上率） （対売上率） （対売上率） （増減率） （増減率）

15,212 17,177 16,526 1,314 △650 
( 100.0) ( 100.0) ( 100.0) ( 8.6) ( △3.8) 

11,090 12,714 12,674 1,584 △40 
( 72.9) ( 74.0) ( 76.7) ( 14.3) ( △0.3) 

4,122 4,463 3,852 △269 △610 
( 27.1) ( 26.0) ( 23.3) ( △6.5) ( △13.7) 

1,468 1,378 1,414 △54 35 
( 9.7) ( 8.0) ( 8.6) ( △3.7) ( 2.6) 

1,513 1,309 1,313 △200 3 
( 10.0) ( 7.6) ( 7.9) ( △13.2) ( 0.3) 
910 839 793 △117 △46 
( 6.0) ( 4.9) ( 4.8) ( △12.9) ( △5.5) 

１株当たり 当期純利益 57.83円 58.83円 55.57円
株 主 資 本 利 益 率 4.93％ 4.82％ 4.72％

経 常 利 益

当 期 純 利 益

前年同期
対比

予想対比

売 上 高

（国内売上高）

（海外売上高）

営 業 利 益
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製品分類別売上高<前期対比>製品分類別売上高製品分類別売上高<<前期対比前期対比>>
金額単位：百万円金額単位：百万円、、（（ ）内は）内は増減増減率、単位％率、単位％

 海外売上高における為替変動の影響額は、△海外売上高における為替変動の影響額は、△416416百万円であります。百万円であります。
（米ドル、ユーロ、英ポンド、中国人民元）（米ドル、ユーロ、英ポンド、中国人民元）

 2009/32009/3期より、ネイル事業及びその他（工業用研磨材）を区分しておりますが、期より、ネイル事業及びその他（工業用研磨材）を区分しておりますが、
対比のため、前年同期対比のため、前年同期 についても組み替えて表示しております。についても組み替えて表示しております。

 2002009/9/33期期 業績の概要業績の概要

2008/3期 2009/3期 前年同期対比

実績 実績 国内 海外

人 工 歯 類 2,950 2,769 △180 ( △6.1) △133 △46 
研 削 材 類 3,612 3,510 △101 ( △2.8) 7 △109 
金 属 類 475 431 △44 ( △9.4) △49 5 
化 工 品 類 2,923 2,980 56 ( 1.9) 98 △41 
セ メ ン ト 類 他 1,661 1,611 △49 ( △3.0) 8 △58 
機械器具類その他 3,238 3,369 131 ( 4.1) 170 △38 
歯 科 事 業 計 14,862 14,673 △188 ( △1.3) 101 △289 
ネ イ ル 事 業 256 1,773 1,516 ( 590.1) 1,496 19 
そ の 他 93 79 △13 ( △14.9) △13 0 
合 計 15,212 16,526 1,314 ( 8.6) 1,584 △269 
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製品分類別売上高<予想対比>製品分類別売上高製品分類別売上高<<予想対比予想対比>>

金額単位：百万円金額単位：百万円、、（（ ）内は）内は増減増減率、単位％率、単位％

 2002009/9/33期期 業績の概要業績の概要

 海外売上高における為替変動の影響額は、△海外売上高における為替変動の影響額は、△558558百万円であります。百万円であります。
（米ドル、ユーロ、英ポンド、中国人民元）（米ドル、ユーロ、英ポンド、中国人民元）

2009/3期 2009/3期 予想対比

予想 実績 国内 海外

人 工 歯 類 3,018 2,769 △248 ( △8.2) △121 △127 
研 削 材 類 3,701 3,510 △190 ( △5.1) 33 △223 
金 属 類 472 431 △41 ( △8.8) △46 5 
化 工 品 類 3,026 2,980 △45 ( △1.5) 31 △77 
セ メ ン ト 類 他 1,753 1,611 △141 ( △8.1) △5 △136 
機械器具類その他 3,350 3,369 19 ( 0.6) 81 △61 
歯 科 事 業 計 15,322 14,673 △649 ( △4.2) △27 △621 
ネ イ ル 事 業 1,760 1,773 13 ( 0.8) 2 10 
そ の 他 94 79 △15 ( △16.1) △15 0 
合 計 17,177 16,526 △650 ( △3.8) △40 △610 
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国内売上高国内売上高国内売上高

 デンタル事業デンタル事業

 デジタル口腔撮影装置「アイスペシャルデジタル口腔撮影装置「アイスペシャル Ｃ－Ｃ－ⅠⅠ」」

が順調に推移したほか、当期発売の化工品類、が順調に推移したほか、当期発売の化工品類、
機械器具類が寄与機械器具類が寄与

 一方、主力の人工歯類は一方、主力の人工歯類は4.34.3％減収％減収

 国内全体としては、国内全体としては、10,89610,896百万円、前期比百万円、前期比101101
百万円（百万円（0.90.9％）の微増収％）の微増収

ネイル事業ネイル事業

 ㈱ネイルラボ子会社化により本格参入㈱ネイルラボ子会社化により本格参入
ほぼ計画通り順調に推移し、当期売上高はほぼ計画通り順調に推移し、当期売上高は
1,6981,698百万円、前期比百万円、前期比1,4961,496百万円の増収百万円の増収

当期発売の主な新製品当期発売の主な新製品

 歯科用象牙質接着材歯科用象牙質接着材 「ビューティボンド」「ビューティボンド」

（化工品類）（化工品類）

 歯科重合用光照射器歯科重合用光照射器 「ブルーショット」「ブルーショット」

（機械器具類）（機械器具類）

金額単位：百万円金額単位：百万円

グラフ中の「新製品」は、最近グラフ中の「新製品」は、最近33年間の発売品であります。年間の発売品であります。

プラス要因プラス要因 マイナス要因マイナス要因

（対国内売上高）

 2002009/9/33期期 業績の概要業績の概要

9,729

9,764

1,158 1,211
1,698201

10.4
9.6

'08/3期 '09/3期

既存品 新製品
ネイル 新製品比率(％)

11,090 12,674
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1,189 1,120 1,142

1,661
1,327

1,659

1,271
1,404

1,467

4,122 3,852 4,269

'08/3期 '09/3期 '09/3期

為替変動
補正後

海外売上高海外売上高海外売上高

 北米・中南米北米・中南米

 化工品類は順調に推移したものの、人工化工品類は順調に推移したものの、人工
歯類（陶材）のマイナスから、歯類（陶材）のマイナスから、
現地通貨ベース現地通貨ベース 4.44.4％％減収減収

 欧州欧州

 化工品類は順調に推移したものの、セメン化工品類は順調に推移したものの、セメン
ト類、機械器具類のマイナスからト類、機械器具類のマイナスから
現地通貨ベース現地通貨ベース0.50.5％減収％減収

 アジア・オセアニアアジア・オセアニア

 中国中国：人工歯類、セメント類を中心に：人工歯類、セメント類を中心に
現地通貨ベース現地通貨ベース 8.08.0％増収％増収

 その他地域（円建取引）は、全般的に好調その他地域（円建取引）は、全般的に好調
に推移、に推移、18.818.8％増収％増収

 主要通貨主要通貨為替レート為替レート
 米ドル米ドル 98.2398.23円円（（前前期期 100.19100.19円円））

 ユーロユーロ 129.84129.84円円（（前期前期 158.19158.19円円））

 （デンタル）（デンタル）海外売上高比率海外売上高比率
 25.725.7％％（（前前年同期年同期 27.427.4％％））

（（為替変動補正後為替変動補正後 27.827.8％％））

アジア他アジア他

欧州欧州

北米・北米・
中南米中南米

金額単位：百万円、（金額単位：百万円、（ ）内は構成比率（％））内は構成比率（％）

プラス要因プラス要因 マイナス要因マイナス要因

（（30.830.8））

（（40.340.3））

（（28.928.9））

（（34.434.4））

（（38.938.9））

（（26.826.8））

（（36.536.5））

（（34.434.4））

（（29.129.1））

 2002009/9/33期期 業績の概要業績の概要
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事業別セグメント（売上高・営業利益）事業別セグメント（売上高・営業利益）事業別セグメント（売上高・営業利益）

金額単位：百万円金額単位：百万円、、（（ ）内は）内は対売上高対売上高比率比率・増減率・増減率、単位％、単位％

 ネイル事業の営業費用には、予想・実績ともに、㈱ネイルラボ株式取得に係るネイル事業の営業費用には、予想・実績ともに、㈱ネイルラボ株式取得に係る
のれん償却のれん償却8989百万円を含んでおります。（総額百万円を含んでおります。（総額712712百万円・百万円・88年償却）年償却）

 2002009/9/33期期 業績の概要業績の概要

 デンタル 売 上 高 15,322 14,673 △649 ( △4.2) 

営 業 費 用 13,986 13,313 △672 ( △4.8) 

営 業 利 益 1,336 ( 8.7) 1,359 ( 9.3) 23 ( 1.8) 
 ネイル 売 上 高 1,760 1,773 13 ( 0.8) 

営 業 費 用 1,742 1,736 △5 ( △0.3) 

営 業 利 益 18 ( 1.0) 37 ( 2.1) 19 ( 106.7) 

 その他 売 上 高 94 79 △15 ( △16.1) 

営 業 費 用 70 62 △8 ( △11.6) 

営 業 利 益 24 ( 25.5) 17 ( 21.5) △7 ( △29.3) 

　連結 売 上 高 17,177 16,526 △650 ( △3.8) 

営 業 費 用 15,799 15,112 △686 ( △4.3) 

営 業 利 益 1,378 ( 8.0) 1,414 ( 8.6) 35 ( 2.6) 

2009/3期
（予想）

2009/3期
（実績）

予想対比
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所在地別セグメント（売上高・営業利益）所在地別セグメント（売上高・営業利益）所在地別セグメント（売上高・営業利益）

金額単位：百万円金額単位：百万円、、（（ ）内は）内は対売上高対売上高比率、単位％比率、単位％

＊営業利益に影響を与える主な連結調整項目は、内部取引に係る未実現利益＊営業利益に影響を与える主な連結調整項目は、内部取引に係る未実現利益
の除去であります。の除去であります。

 2002009/9/33期期 業績の概要業績の概要

2008/3期
（実績）

2009/3期
（予想）

2009/3期
（実績）

 
金額 （対売上率） 金額 （対売上率） 金額 （対売上率）

 日本 売上高 13,484 15,228 15,214 1,729 △14 
営業利益 1,378 1,178 1,384 6 206 
（営業利益率) ( 10.2) ( 7.7) ( 9.1) 

 アメリカ 売上高 1,167 1,409 1,092 △74 △316 
営業利益 49 39 24 △24 △14 
（営業利益率) ( 4.2) ( 2.8) ( 2.3) 

 欧州 売上高 1,823 1,829 1,466 △357 △362 
営業利益 91 99 △2 △93 △102 
（営業利益率) ( 5.0) ( 5.5) ( △0.2) 

 アジア 売上高 544 631 524 △20 △106 
営業利益 67 57 47 △19 △9 
（営業利益率) ( 12.4) ( 9.1) ( 9.1) 

 在外合計 売上高 3,535 3,870 3,083 △451 △786 
営業利益 207 196 69 △137 △127 
（営業利益率) ( 5.9) ( 5.1) ( 2.3) 

 連結消去前 売上高 17,020 19,099 18,298 1,278 △801 
 合計 営業利益 1,585 1,374 1,454 △131 79 

（営業利益率) ( 9.3) ( 7.2) ( 7.9) 
　連結 売上高 15,212 17,177 16,526 1,314 △650 

営業利益 1,468 1,378 1,414 △54 35 
（営業利益率) ( 9.7) ( 8.0) ( 8.6) 

前期対比 予想対比
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881

△89

△264

△399

1,414

△41

1,468

59

△200

2008/3期 営業利益─────

①売上高の増加 （数量ベース）

②売上原価率の低下────

③（販管費）人件費の増加──

④（販管費）広告宣伝費の増加

⑤（販管費）のれん償却───

⑥（販管費）その他経費の増加

⑦為替変動による影響 ───

2009/3期 営業利益─────

営業利益の変動要因営業利益の変動要因営業利益の変動要因

金額金額単位：百万円単位：百万円

＊①～⑦の変動要因は、為替変動による影響を除いた数値であります。＊①～⑦の変動要因は、為替変動による影響を除いた数値であります。
＊会計基準変更・・・・法定耐用年数の見直し（短縮）による減価償却費の増加、＊会計基準変更・・・・法定耐用年数の見直し（短縮）による減価償却費の増加、

棚卸資産の評価における低価法の強制適用棚卸資産の評価における低価法の強制適用

・海外現地法人・海外現地法人
営業利益営業利益 ：： 22百万円百万円

・個別輸出入：・個別輸出入： △△4343百万円百万円

ネイルラボ子会社化に伴うネイルラボ子会社化に伴う
販売一般管理費の増加販売一般管理費の増加
・人件費・人件費 335335百万円百万円
・広告宣伝費・広告宣伝費 7878百万円百万円
・その他の経費・その他の経費 211211百万円百万円

 2002009/9/33期期 業績の概要業績の概要

会計基準変更に伴う原価上会計基準変更に伴う原価上
昇要因（＊）昇要因（＊）5353百万円含む百万円含む



14

財政状態～貸借対照表主要科目財政状態～貸借対照表主要科目財政状態～貸借対照表主要科目

金額単位：百万円金額単位：百万円

 2002009/9/33期期 業績の概要業績の概要

'08/3期 '09/3期 対比 主な変動要因・特記事項

  現金預金 3,525 4,694 1,169 
  受取手形・売掛金 2,758 2,490 △267 
  棚卸資産 2,966 3,146 180 
  有価証券・投資有価証券 5,162 2,843 △2,319 

  その他 6,940 7,769 828 
資   　　産 21,353 20,944 △409 

  長期・短期借入金 1,020 1,020 0 
  退職給付・役員退職引当金 604 542 △61 
  その他 2,765 2,769 3 

負 　 　債 4,389 4,332 △57 
純  資  産 16,963 16,612 △351 

負債・純資産合計 21,353 20,944 △409 
自己資本比率 79.4％ 79.3％

１株当たり純資産 1,188円 1,164円

有価証券評価差額金減少 550百万円

為替換算調整減少 308百万円

　　有価証券評価差額金減少による
　　繰延税金負債減少 192百万円

　譲渡性預金（有価証券）からの振替

　現金回収化促進

　　譲渡性預金を現金預金へ振替
　　（△1,305百万円）
　　投資有価証券の時価評価
　　（△1,000百万円）

有形・無形固定資産 576百万円増加
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設備投資・減価償却費・研究開発費等設備投資・減価償却費・研究開発費等設備投資・減価償却費・研究開発費等

金額単位：百万円金額単位：百万円

 2002009/9/33期期 業績の概要業績の概要

2008/3期 2009/3期 2009/3期
（実績） （予想） （実績）

786 1,984 1,352 565 △631 
461 632 635 174 3 

0 89 89 89 0 
1,009 1,125 1,041 31 △84 

米 ド ル 100.19 115.00 98.23 
ユ ー ロ 158.19 150.00 129.84 
英 ポ ン ド 200.11 225.00 140.45 
中 国 人 民 元 15.49 16.00 13.20 

＊為替レートは各期末レートであり、在外子会社財務諸表項目の換算は
  すべて期末レートによっております。

為 替 レ ー ト

設 備 投 資

減 価 償 却 費

予想対比前期対比

（うちのれん償却）

研 究 開 発 費
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2009年3月期 連結業績の概要

2010年3月期 連結業績見通し20102010年年33月期月期 連結業績見通し連結業績見通し

今後の事業環境及び中長期戦略
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次期の概要①次期の概要①次期の概要①

<<ネイルネイル> > 新製品新製品 「「LL・・EE・・D GEL PrestoD GEL Presto」の投入により」の投入により
268268百万円の増収百万円の増収

国内国内売上の売上の増収・セールスミックスの好転による効果はあるものの、増収・セールスミックスの好転による効果はあるものの、
退職給付費用の増加に加え、積極的な研究開発や販促活動、設備退職給付費用の増加に加え、積極的な研究開発や販促活動、設備
投資に伴う償却費の増加、また、為替の前提を円高に設定している投資に伴う償却費の増加、また、為替の前提を円高に設定している
ことによる輸出損益の悪化などからことによる輸出損益の悪化などから
営業利益は営業利益は 1,1211,121百万円（百万円（20.720.7％減益）％減益）
経常利益は経常利益は 1,0411,041百万円（百万円（20.720.7％減益）％減益）
当期純利益当期純利益はは 677677百万円百万円（（14.514.5％％減益）減益）

売上高は売上高は16,68716,687百万円百万円 （（1.01.0％増収）％増収）

海外は、海外は、中国を除き慎重な計画とし、全体としては現地通貨ベース中国を除き慎重な計画とし、全体としては現地通貨ベース
0.60.6％の微増収を計画。為替は当期対比円高傾向を予測％の微増収を計画。為替は当期対比円高傾向を予測
＜海外売上高への影響：△＜海外売上高への影響：△256256百万円＞百万円＞

<<デンタルデンタル>> 人工歯類（硬質レジン歯・新型陶材）の投入に加え、化人工歯類（硬質レジン歯・新型陶材）の投入に加え、化
工品類、セメント類、機械器具類などにおける最近発売工品類、セメント類、機械器具類などにおける最近発売新製品の市新製品の市
場への浸透に一層注力場への浸透に一層注力。。国内デンタル全体では国内デンタル全体では1.21.2％の微増収％の微増収
＜新製品売上高：＜新製品売上高：1,3691,369百万円百万円／単体売上高対比／単体売上高対比10.310.3％％＞＞

プラス要因プラス要因 マイナス要因マイナス要因

P/LP/L

 202010/10/33期期 連結連結業績業績見通し見通し
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次期の概要②次期の概要②次期の概要②

上記を含め、設備投資総額は上記を含め、設備投資総額は 1,4181,418百万円百万円

三井化学株式会社、サンメディカル株式会社との、歯科材料分野にお三井化学株式会社、サンメディカル株式会社との、歯科材料分野にお
ける事業力強化を目指した業務・資本提携に伴い、保有する自己株式ける事業力強化を目指した業務・資本提携に伴い、保有する自己株式
180180万株を、第三者割当により三井化学株式会社に譲渡万株を、第三者割当により三井化学株式会社に譲渡
１株当たり１株当たり 730730円（円（2009/5/192009/5/19終値）／総額終値）／総額 1,3141,314百万円百万円

（（詳細は、詳細は、20092009年年55月月2020日発表の「三井化学株式会社及びサンメディカル株式日発表の「三井化学株式会社及びサンメディカル株式

会社との業務・資本提携に関するお知らせ」及び「第三者割当による自己株式会社との業務・資本提携に関するお知らせ」及び「第三者割当による自己株式
の処分に関するお知らせ」をご参照ください。）の処分に関するお知らせ」をご参照ください。）

物流体制の見直しに向けて、物流体制の見直しに向けて、

東京支社物流機能の移転（東日本物流センター化）東京支社物流機能の移転（東日本物流センター化）

設備投資額：設備投資額：712712百万円百万円

国内販売拠点機能の強化、顧客サービスの向上・充実を目指し、国内販売拠点機能の強化、顧客サービスの向上・充実を目指し、

大阪営業所を移転（大阪営業所を移転（2009/32009/3期からの継続）期からの継続）

設備投資額：設備投資額：178178百万円（総額百万円（総額409409百万円）百万円）

B/SB/S

C/FC/F

 202010/10/33期期 連結連結業績業績見通し見通し
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主要指標比較主要指標比較主要指標比較

単位：百万円、％単位：百万円、％ 2010/32010/3期：増収・減益期：増収・減益

 202010/10/33期期 連結連結業績業績見通し見通し

＊＊ 2010/32010/3期予想１株当たり当期純利益、自己資本当期純利益率は、第三者割当による期予想１株当たり当期純利益、自己資本当期純利益率は、第三者割当による
自己株式の処分を反映した株式数、自己資本額に基づき算定しております。自己株式の処分を反映した株式数、自己資本額に基づき算定しております。

金額 （率）

売 上 高 16,526 (100.0) 16,687 (100.0) 160 (1.0)

（ 国 内 売 上 高 ） 12,674 (76.7) 13,076 (78.4) 402 (3.2)

（ 海 外 売 上 高 ） 3,852 (23.3) 3,611 (21.6) △241 (△6.3)

営 業 利 益 1,414 (8.6) 1,121 (6.7) △293 (△20.7)

経 常 利 益 1,313 (7.9) 1,041 (6.2) △272 (△20.7)

当 期 純 利 益 793 (4.8) 677 (4.1) △115 (△14.5)

 １株当たり当期純利益

 自己資本当期純利益率 3.90％4.72％

金額 （対売上率）金額 （対売上率）

42.18円55.57円
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金額単位：百万円金額単位：百万円、、（（ ）内は増減率、単位％）内は増減率、単位％

製品分類別売上高製品分類別売上高製品分類別売上高
 202010/10/33期期 連結連結業績業績見通し見通し

 海外売上高における為替変動の影響額は、△海外売上高における為替変動の影響額は、△256256百万円であります。百万円であります。
（米ドル、ユーロ、英ポンド、中国人民元）（米ドル、ユーロ、英ポンド、中国人民元）

2009/3期 　　当期実績対比　　　　　　　　　
実績 国内 海外

人 工 歯 類 2,769 2,706 △63 ( △2.3) 49 △113
研 削 材 類 3,510 3,347 △162 ( △4.6) 0 △163
金 属 類 431 381 △49 ( △11.5) △48 △1
化 工 品 類 2,980 3,263 282 ( 9.5) 173 109
セ メ ン ト 類 他 1,611 1,560 △51 ( △3.2) △9 △41
機械器具類その他 3,369 3,306 △62 ( △1.9) △38 △24
歯 科 事 業 計 14,673 14,566 △107 ( △0.7) 127 △234
ネ イ ル 事 業 1,773 2,035 261 ( 14.8) 268 △6
そ の 他 79 85 6 ( 8.0) 6 0
合 計 16,526 16,687 160 ( 1.0) 402 △241

2010/3期
予想
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＊「新製品」は、最近＊「新製品」は、最近33年間の発売品であります。年間の発売品であります。

金額金額単位：百万円単位：百万円

（対国内売上高）

デンタル事業デンタル事業
 人工歯類人工歯類（（硬質レジン歯・新型陶材硬質レジン歯・新型陶材））の投入に加え、の投入に加え、

化工品類、セメント類、機械器具類などにおける最化工品類、セメント類、機械器具類などにおける最
近発売新製品の市場への浸透に一層注力近発売新製品の市場への浸透に一層注力

ネイル事業ネイル事業
 新製品新製品 「「LL・・EE・・D GEL PrestoD GEL Presto」の投入により」の投入により

268268百万円の増収百万円の増収

最近における主な新製品最近における主な新製品
 光重合型コンポジットレジン（充填修復材料）光重合型コンポジットレジン（充填修復材料）

「ビューティフィル「ビューティフィルⅡⅡ」」

 光重合型ボンディング材光重合型ボンディング材 「フルオロボンド「フルオロボンドⅡⅡ」」

 歯科汎用アクリル系レジン歯科汎用アクリル系レジン
「プロビナイス「プロビナイス ファスト」ファスト」

 デジタル口腔撮影装置デジタル口腔撮影装置
「アイスペシャルＣ－「アイスペシャルＣ－ⅠⅠ」」

 歯科用象牙質接着材歯科用象牙質接着材 「ビューティボンド」「ビューティボンド」

 歯科重合用ＬＥＤ光照射器歯科重合用ＬＥＤ光照射器 「ブルーショット」「ブルーショット」

 歯面コーティング材歯面コーティング材 「ビューティコート」「ビューティコート」

 202010/10/33期期 連結連結業績業績見通し見通し

9,764

10,005
1,211 1,103

1,9661,698

9.6
8.4

'09/3期 '10/3期予想

既存品 新製品
ネイル 新製品比率(％)

12,674 13,076
国内売上高国内売上高国内売上高
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1,120 1,025 1,115

1,327 1,181 1,341

1,404
1,403

1,410

3,852
3,611

3,867

'09/3期 '10/3期

予想

'10/3期

為替変動
補正後

海外売上高海外売上高海外売上高

アジア・
オセアニア他

北米・
中南米

欧州

概要概要

 中国を除く全体として慎重な見通し中国を除く全体として慎重な見通し

 現地通貨ベース伸び率現地通貨ベース伸び率
北米・中南米北米・中南米 0.30.3％％
欧州欧州 1.61.6％％
中国中国 24.424.4％％
その他アジア・オセアニアその他アジア・オセアニア △△8.98.9％％
海外売上高計海外売上高計 0.40.4％％

為替レート為替レート

 米ドル米ドル 9090円←前期円←前期 98.2398.23円円
（影響（影響 △△ 8585百万円）百万円）

 ユーロユーロ 115115円←前期円←前期 129.84129.84円円
（影響（影響 △△160160百万円）百万円）

 （デンタル）（デンタル）海外売上高比率海外売上高比率

 24.324.3％％ （前期（前期 25.725.7％）％）
（為替変動補正後（為替変動補正後 25.625.6％）％）

金額単位：百万円、（金額単位：百万円、（ ）内は構成比率（％））内は構成比率（％）

（（38.938.9））

（（32.732.7））

（（28.428.4））

（（36.536.5））

（（34.734.7））

（（28.828.8））

＊為替変動補正後の予想値は、為替レートを＊為替変動補正後の予想値は、為替レートを
20020099/3/3期と同一とした場合の金額であります。期と同一とした場合の金額であります。

（（36.536.5））

（（34.434.4））

（（29.129.1））

 202010/10/33期期 連結連結業績業績見通し見通し
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216

△111

△25

△175

1,121

△129

1,414

△9

△57

2009/3期 営業利益 ─────

①売上高の増加（数量ベース）

②売上原価率の上昇────

③（販管費）人件費の増加──

④（販管費）減価償却費の増加

⑤（販管費）研究開発費の増加

⑥（販管費）その他経費の増加

⑦為替変動による影響 ───

2010/3期 営業利益 ─────

営業利益の変動要因営業利益の変動要因営業利益の変動要因

金額金額単位：百万円単位：百万円

 202010/10/33期期 連結連結業績業績見通し見通し

うち退職給付費用増加うち退職給付費用増加 7878百万円百万円
・・年金運用環境の悪化による年金年金運用環境の悪化による年金
資産残高の減少→数理差異増加資産残高の減少→数理差異増加

・割引率引き下げ（・割引率引き下げ（2.52.5％→％→1.81.8％）％）

・海外現地法人・海外現地法人
営業利益営業利益 ：： △△1010百万円百万円

・個別輸出入：・個別輸出入： △△119119百万円百万円

＊①～⑥の変動要因は、為替変動による影響を除いた数値であります。＊①～⑥の変動要因は、為替変動による影響を除いた数値であります。
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財政状態～貸借対照表主要科目財政状態～貸借対照表主要科目財政状態～貸借対照表主要科目

金額単位：百万円金額単位：百万円

 202010/10/33期期 連結連結業績業績見通し見通し

＊＊2010/32010/3期予想自己資本比率、１株当たり純資産は、第三者割当による自己株式の処分を反映した期予想自己資本比率、１株当たり純資産は、第三者割当による自己株式の処分を反映した
株式数、自己資本額に基づき算定しております。株式数、自己資本額に基づき算定しております。

'09/3期 '10/3期
予想

対比 主な変動要因・特記事項

  現金預金 4,694 5,556 861 自己株式処分、設備投資

  受取手形・売掛金 2,490 2,510 19 
  棚卸資産 3,146 2,995 △151 
  有価証券・投資有価証券 2,843 2,672 △170 
  その他 7,769 8,772 1,003 設備投資

資   　　産 20,944 22,506 1,562 

  長期・短期借入金 1,020 1,020 0 
  退職給付・役員退職引当金 542 609 66 
  その他 2,769 2,727 △41 

負 　 　債 4,332 4,357 25 
純  資  産 16,612 18,149 1,537 自己株式処分 1,314百万円

負債・純資産合計 20,944 22,506 1,562 
自己資本比率 79.3％ 80.6％

１株当たり純資産 1,164円 1,129円
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自社開発 仕入商品 新製品合計

新製品売上高の推移新製品売上高の推移新製品売上高の推移

単位：％
自社開発・仕入商品別自社開発・仕入商品別 新製品売上高比率新製品売上高比率
（単体ベース）（単体ベース）

仕入商品の主なもの仕入商品の主なもの・・・ジョンソン・・・ジョンソン＆＆ジョンソン社ジョンソン社商品、商品、ＥＭＳ社超音波スケーラー・ＥＭＳ社超音波スケーラー・
根管治療器具（リーマー・ファイル）など根管治療器具（リーマー・ファイル）など

 202010/10/33期期 連結連結業績業績見通し見通し
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連結
単体

粗利益率の推移粗利益率の推移粗利益率の推移

19971997年年99月月

医療費本人医療費本人
22割負担実施割負担実施

20032003年年44月月

医療費本人医療費本人
33割負担実施割負担実施

単位：％単位：％

2005/32005/3期から、期から、

自社開発新製品投入
自社開発新製品投入

・コストダウン
・コストダウン

効果により上昇に
効果により上昇に

 202010/10/33期期 連結連結業績業績見通し見通し
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海外売上高（百万円）

デンタル事業海外売上高比率（％）

海外売上高比率（％）

海外売上高・海外売上高比率推移海外売上高・海外売上高比率推移海外売上高・海外売上高比率推移

売上高の拡大とともに利益面での貢献度を高める

売上高の拡大とともに利益面での貢献度を高める

＊＊2009/32009/3期以降、㈱ネイルラボの子会社化による国内ネイル事業の売上高が増加した期以降、㈱ネイルラボの子会社化による国内ネイル事業の売上高が増加した
ため、デンタル事業海外売上高比率と、全事業の海外売上高比率を表示しております。ため、デンタル事業海外売上高比率と、全事業の海外売上高比率を表示しております。

 202010/10/33期期 連結連結業績業績見通し見通し
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所在地別セグメント（営業利益）所在地別セグメント所在地別セグメント（（営業利益営業利益））

＊＊ 数値は連結消去前の金額・率であります。数値は連結消去前の金額・率であります。
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予想

営業利益（日本） 営業利益（在外） 営業利益率（日本） 営業利益率（在外）

（単位：百万円・％）

 202010/10/33期期 連結連結業績業績見通し見通し



29

2010年3月期 連結業績見通し

今後の事業環境及び中長期戦略今後の事業環境及び中長期戦略今後の事業環境及び中長期戦略

2009年3月期 連結業績の概要
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新医療機器・医療技術産業ビジョン新医療機器・医療技術産業ビジョン新医療機器・医療技術産業ビジョン

 医療工学技術の高度化と医療工学技術の高度化と
多様化・多様化・ 最先端医療への応用最先端医療への応用

 グローバル化の進展と国際競争グローバル化の進展と国際競争
の激化の激化

医療安全対策の必要性医療安全対策の必要性
保険医療保険医療

・・ 医療費の増大医療費の増大
・・ 内外価格差内外価格差
・革新的な技術の適正評価・革新的な技術の適正評価

国民ニーズの変化国民ニーズの変化

環境の変化環境の変化

研究開発に対する支援研究開発に対する支援
 ベンチャー支援等ベンチャー支援等
治験等の臨床研究の推進治験等の臨床研究の推進
 アジアとの連携アジアとの連携
薬事制度の改善薬事制度の改善
医療保険における医療機器・医療技術の適正評価医療保険における医療機器・医療技術の適正評価
市販後における適切な情報提供及びサービスの提供市販後における適切な情報提供及びサービスの提供
流通機能の効率化・高度化流通機能の効率化・高度化
医療の情報化医療の情報化
官民対話官民対話
 その他その他

国民に対する啓発活動の推進／海外進出の支援国民に対する啓発活動の推進／海外進出の支援
臨床工学技士の資質の向上と活用の推進臨床工学技士の資質の向上と活用の推進
医療機器産業振興を扱う専門部署の設置等の体制強化医療機器産業振興を扱う専門部署の設置等の体制強化

アクションプランアクションプラン

魅力ある医療機器魅力ある医療機器
開発環境の実現開発環境の実現

国際競争力の強化国際競争力の強化

わが国発の革新的医療機器の提供わが国発の革新的医療機器の提供

世界の患者の保健医療水準の向上に寄与世界の患者の保健医療水準の向上に寄与

20082008年年99月月1919日日 厚生労働省厚生労働省

歯科における歯科における
キーワードも多いキーワードも多い

 事業環境・中長期戦略事業環境・中長期戦略
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事業環境の認識─需要・政策・市場事業環境の認識─需要・政策・市場事業環境の認識─需要・政策・市場

 個人負担増大による受診抑制個人負担増大による受診抑制 医療費抑制効果のある製品・医療費抑制効果のある製品・
サービスサービスに成長の可能性に成長の可能性

医療費抑制医療費抑制
政策の進展政策の進展

 コストアップコストアップ 品質保証レベルの優劣顕在化に品質保証レベルの優劣顕在化に
よる淘汰の促進よる淘汰の促進

安全対策面安全対策面
での規制強化での規制強化

 メーカー・流通・歯科医院・技工士メーカー・流通・歯科医院・技工士
の供給過剰による過当競争進展の供給過剰による過当競争進展

 医院経営における低価格要求度医院経営における低価格要求度
の高まりの高まり

業界全域での業界全域での
供給過剰構造供給過剰構造

 う蝕治療の減少による関連材料う蝕治療の減少による関連材料
消費の縮小消費の縮小

 審美・予防・口腔衛生意識の審美・予防・口腔衛生意識の
高まりと需要の拡大高まりと需要の拡大

 健康保険枠外市場健康保険枠外市場の拡大の拡大
（（ 公平性に加え個別性の拡大）公平性に加え個別性の拡大）

歯科疾病歯科疾病
の変化の変化

 総人口の減少総人口の減少 潜在患者数の増加潜在患者数の増加
 予防進展による予防進展による 残存歯増加と残存歯増加と

治療・検診機会の増加治療・検診機会の増加
 全身疾患の予防側面からの全身疾患の予防側面からの

需要拡大需要拡大

人口の高齢化人口の高齢化

 知財リスクの拡大知財リスクの拡大 海外メーカーとの品質競争による海外メーカーとの品質競争による
研究開発・製品開発力の研究開発・製品開発力の
レベルアップレベルアップ

グローバル化グローバル化
の進展の進展

マイナス要因マイナス要因プラス要因プラス要因

 事業環境・中長期戦略事業環境・中長期戦略
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環境要因への対応・歯科界の課題環境要因への対応・歯科界の課題環境要因への対応・歯科界の課題



 医療の情報化医療の情報化

 国民に対する啓発活動の推進国民に対する啓発活動の推進

 先進的高機能製品の開発先進的高機能製品の開発

 再生医療への挑戦再生医療への挑戦

 法制度への提言と体制法制度への提言と体制整備整備

 診療分野での診療分野での診断・予防診断・予防・・
メンテナンスメンテナンス充実充実

 競争力強化のための競争力強化のための
統合・協業の促進統合・協業の促進

 流通分野流通分野のの効率化と効率化と
品質保証体制の充実品質保証体制の充実

 研究開発に対する支援研究開発に対する支援



 薬事制度の改善薬事制度の改善

 治験環境の整備治験環境の整備

歯科界（産業界）歯科界（産業界）歯科界（臨床・学会）歯科界（臨床・学会）政策面政策面

・新医療機器・医療技術産業ビジョン（・新医療機器・医療技術産業ビジョン（20082008年年99月月1919日／厚生労働省）日／厚生労働省）
・ビジョン・ビジョン20082008（（20082008年年1010月／日本歯科医師会）月／日本歯科医師会）
・歯科医療機器産業ビジョン（平成・歯科医療機器産業ビジョン（平成1919年版）年版）

（（20072007年年77月／歯科医療機器産業ビジョン作成協議会）月／歯科医療機器産業ビジョン作成協議会）

 高齢者ニーズ高齢者ニーズ／歯周疾患／／歯周疾患／審美・予防・口腔衛生審美・予防・口腔衛生
治療の効率化・顧客満足度向上治療の効率化・顧客満足度向上
国内外国内外市場に照準を合わせた製品開発市場に照準を合わせた製品開発
世界規模での安全対策コスト吸収世界規模での安全対策コスト吸収の面からの面から

一定以上の市場規模一定以上の市場規模

製品開発の方向性製品開発の方向性

（出典）（出典）

歯科医療の質の向上／ 医療との連携強化

革新的医療技術の適正評価

 事業環境・中長期戦略事業環境・中長期戦略
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品質競争力品質競争力 マーケティング力マーケティング力 価格競争力価格競争力

連結営業利益率連結営業利益率1010％への回復％への回復→→長期的に長期的に1515％を目指す％を目指す

 全社目標全社目標・数値目標・数値目標

 強化すべき機能強化すべき機能

当社の重点課題当社の重点課題当社の重点課題

◆グローバル・マーケティング機能の強化と◆グローバル・マーケティング機能の強化と
新製品・新技術による需要の創造新製品・新技術による需要の創造・・シェアアップシェアアップ

【【数値目標：数値目標：新製品売上高新製品売上高比率比率 1515％％】】

◆◆新製品による人工歯類の回復と新製品による人工歯類の回復と
コンポジットレジンコンポジットレジン／／ボンディング分野でのシェア拡大ボンディング分野でのシェア拡大

【【数値目標：数値目標：シェアトップシェアトップ33】】

◆◆海外事業の拡大海外事業の拡大
【【数値目標：デンタル事業数値目標：デンタル事業海外売上高海外売上高比率比率 3030％％】】

◆◆需要増加への対応及びコストダウンに向けた生産拠点の再配置需要増加への対応及びコストダウンに向けた生産拠点の再配置
【【コストダウン目標：コストダウン目標：自社製品原価率を自社製品原価率を131131期比期比2020％低減％低減】】

 事業環境・中長期戦略事業環境・中長期戦略
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想

研究開発費(百万円) 工業化研究費(百万円)

対売上高比率(％)

具体的な取り組み──研究開発具体的な取り組み──研究開発具体的な取り組み──研究開発

 品質競争力 品質競争力品質競争力

マーケティング力 マーケティング力マーケティング力

スピードスピード
＆＆

ネットワークネットワーク
強化強化

需要の創造需要の創造

 価格競争力 価格競争力価格競争力 研究開発への積極投資は継続研究開発への積極投資は継続

顧客への顧客への
価値の提供価値の提供

収益力・収益力・
資金力の資金力の
維持・強化維持・強化

メーカーの競争力の源泉はメーカーの競争力の源泉は研究開発研究開発

 事業環境・中長期戦略事業環境・中長期戦略



35

 生産技術の継承と継続的な向上 生産技術の継承と継続的な向上生産技術の継承と継続的な向上

 需要増加への対応及びコストダウン
に向けた生産拠点の再配置

 需要増加への対応及び需要増加への対応及びコストダウンコストダウン
に向けた生産拠点の再配置に向けた生産拠点の再配置

 生産・物流の効率化と
顧客サービスの向上

 生産・物流の効率化と生産・物流の効率化と
顧客サービスの向上顧客サービスの向上

定年退職者増加に伴う技術の継承と省力化策定年退職者増加に伴う技術の継承と省力化策定年退職者増加に伴う技術の継承と省力化策

新生産システムによる生産・物流効率の向上新生産システムによる生産・物流効率の向上新生産システムによる生産・物流効率の向上

改正薬事法・トレーサビリティ体制の確立改正薬事法・トレーサビリティ体制の確立改正薬事法・トレーサビリティ体制の確立

現場単位のコストダウン・プロジェクト推進現場単位のコストダウン・プロジェクト推進現場単位のコストダウン・プロジェクト推進

コストダウンコストダウン
自社生産原価率自社生産原価率

20%20%低減低減

価格競争力価格競争力
の強化の強化

品質競争力品質競争力
の強化の強化

原価率低減効果（'03/3期→'09/3期実績）
・・自社生産原価率7.0P低下、534百万円

原価率低減効果原価率低減効果（（'03/3'03/3期→期→'0'099/3/3期実績期実績））
・・自社生産原価率・・自社生産原価率7.0P7.0P低下、低下、534534百万円百万円

具体的な取り組み──生産具体的な取り組み──生産具体的な取り組み──生産
 事業環境・中長期戦略事業環境・中長期戦略
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予防・口腔衛生─（例）ＰＭＴＣ予防・口腔衛生予防・口腔衛生──（例）ＰＭＴＣ（例）ＰＭＴＣ

審美───── （例）ホワイトニング・矯正審美─────審美───── （例）ホワイトニング・矯正（例）ホワイトニング・矯正

人工歯 研削材 充填修復材料人工歯人工歯 研削材研削材 充填修復材料充填修復材料

 既存分野におけるシェア拡大 既存分野におけるシェア拡大既存分野におけるシェア拡大

 新規分野における市場創出 新規分野における市場創出新規分野における市場創出

顧客指向顧客指向
の徹底の徹底

弾力的・弾力的・
効率的な効率的な
販売政策販売政策

マーケティングマーケティング
力の強化力の強化

歯冠用硬質レジン 合着・接着材料歯冠用硬質レジン歯冠用硬質レジン 合着・接着材料合着・接着材料

再生医療─── （例）骨充填材の製品化再生医療再生医療────── （例）（例）骨充填材の製品化骨充填材の製品化

歯周病関連── （例）歯周病診断キット歯周病関連歯周病関連──── （例）（例）歯周病診断キット歯周病診断キット

※※ ＰＭＴＣＰＭＴＣ （（Professional Mechanical Tooth Cleaning Professional Mechanical Tooth Cleaning ）） （専門家による機械的歯面清掃）（専門家による機械的歯面清掃）

インプラント事業への取り組みインプラント事業への取り組みインプラント事業への取り組み

具体的な取り組み──国内事業具体的な取り組み──国内事業具体的な取り組み──国内事業
 事業環境・中長期戦略事業環境・中長期戦略

新製品による人工歯類の回復と、新製品による人工歯類の回復と、
コンポジットレジンコンポジットレジン//ボンディング分野（充填修復材）ボンディング分野（充填修復材）

でのシェア拡大でのシェア拡大

最重点最重点
目標目標
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東欧市場の開拓東欧市場の開拓東欧市場の開拓

人工歯（レジン歯）市場への参入人工歯（レジン歯）市場への参入人工歯（レジン歯）市場への参入

輸出市場開拓━ブラジル・メキシコ輸出市場開拓━ブラジル・メキシコ輸出市場開拓━ブラジル・メキシコ

 アメリカ アメリカアメリカ

新製品投入新製品投入
に向けたに向けた

戦略的活動戦略的活動

マーケティングマーケティング
機能強化機能強化

器材評価機関への活動強化器材評価機関への活動強化器材評価機関への活動強化

 アジア アジアアジア

 ヨーロッパ ヨーロッパヨーロッパ

中国市場拡大に向けた取り組み
◆ 生産：人工歯・研削材輸出開始→生産品目拡大
◆ 販売：販売品目の拡大

中国市場拡大に向けた取り組み中国市場拡大に向けた取り組み
◆◆ 生産：人工歯・研削材輸出開始→生産品目拡大生産：人工歯・研削材輸出開始→生産品目拡大
◆◆ 販売：販売品目の拡大販売：販売品目の拡大

インド・ベトナム市場の開拓に向けた取組み開始インド・ベトナム市場の開拓に向けた取組み開始インド・ベトナム市場の開拓に向けた取組み開始

【重点商品】
・陶材
・歯冠用硬質レジン
・充填修復材料

【【重点商品重点商品】】
・陶材・陶材
・歯冠用硬質レジン・歯冠用硬質レジン
・充填修復材料・充填修復材料

ＧＩＯＭＥＲプロジェクトによる同製品群の世界同時販促活動展開ＧＩＯＭＥＲプロジェクトによる同製品群の世界同時販促活動展開

具体的な取り組み──海外事業具体的な取り組み──海外事業具体的な取り組み──海外事業
 事業環境・中長期戦略事業環境・中長期戦略
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 「Presto」によるＬ・Ｅ・Ｄ ＧＥＬ市場の確保 「「PrestoPresto」によるＬ・Ｅ・Ｄ」によるＬ・Ｅ・Ｄ ＧＥＬ市場の確保ＧＥＬ市場の確保

海外市場におけるシェア拡大
─米国・欧州・韓国・中国

 海外市場におけるシェア拡大海外市場におけるシェア拡大
─米国・欧州・韓国・中国─米国・欧州・韓国・中国

具体的な取り組み──ネイル事業具体的な取り組み──ネイル事業具体的な取り組み──ネイル事業

歯科材料における研究開発力・生産技術力歯科材料における研究開発力・生産技術力
を活かしネイル事業の拡大をはかるを活かしネイル事業の拡大をはかる

新規材料・関連機器の開発と市場獲得新規材料・関連機器の開発と市場獲得新規材料・関連機器の開発と市場獲得

20082008年年22月月 ネイル業界第ネイル業界第33位の商社㈱ネイルラボ位の商社㈱ネイルラボ
の株式を取得・子会社化の株式を取得・子会社化 （投資総額約（投資総額約1111億円）億円）
開発（松風）→生産（プロメック）開発（松風）→生産（プロメック）

→販売（ネイルラボ）までの一貫体制を確立→販売（ネイルラボ）までの一貫体制を確立

販売計画
'10/3期 20億円 ⇒ '11/3期 23億円 ⇒ '12/3期 26億円

 販売計画販売計画
'10/3'10/3期期 2020億円億円 ⇒⇒ '11/3'11/3期期 2323億円億円 ⇒⇒ '12/3'12/3期期 2626億円億円

 事業環境・中長期戦略事業環境・中長期戦略
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<<資本提携資本提携>>
株式株式11８０万株８０万株
（（11.211.2％）保有％）保有

＊詳細は、＊詳細は、20092009年年55月月2020日発表の日発表の「三井化学株式会社及びサンメ「三井化学株式会社及びサンメ
ディカル株式会社との業務・資本提携に関するお知らせ」ディカル株式会社との業務・資本提携に関するお知らせ」及び及び「第三「第三
者割当による自己株式の処分に関するお知らせ」者割当による自己株式の処分に関するお知らせ」をご参照ください。をご参照ください。

三井化学・サンメディカルとの
業務・資本提携
三井化学・サンメディカルとの三井化学・サンメディカルとの
業務・資本提携業務・資本提携

歯科材料分野における事業力強化歯科材料分野における事業力強化
三井三井
化学化学

松風松風

サンサン
メディカルメディカル

業務提携業務提携

生産提携生産提携

研究・開発提携研究・開発提携

販売（海外）提携販売（海外）提携
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'09-'11年度 中期経営計画─全社目標'09'09--'11'11年度年度 中期経営計画─全社目標中期経営計画─全社目標

グローバル・マーケティング機能の強化とグローバル・マーケティング機能の強化と
新製品・新技術による需要の創造新製品・新技術による需要の創造・・シェアアップシェアアップ

【【数値目標：数値目標：新製品売上高新製品売上高比率比率 1515％％】】

新製品による人工歯類の回復と、新製品による人工歯類の回復と、
コンポジットレジンコンポジットレジン//ボンディング分野でのシェア拡大ボンディング分野でのシェア拡大

【【数値目標：数値目標：シェアトップシェアトップ33】】

海外事業の拡大海外事業の拡大
【【数値目標：デンタル事業数値目標：デンタル事業海外売上高海外売上高比率比率 3030％％】】

需要増加への対応及びコストダウン需要増加への対応及びコストダウン（ＣＤ）（ＣＤ）に向けたに向けた
生産拠点再配置生産拠点再配置

【【ＣＤ目標：ＣＤ目標：自社製品原価率を自社製品原価率を2003/32003/3期比期比2020％低減％低減】】

2012/32012/3期期
までのまでの

必達目標必達目標 グループ売上高 180億円の達成グループ売上高グループ売上高 180180億円の達成億円の達成

 事業環境・中長期戦略事業環境・中長期戦略
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中期経営計画─主要数値目標中期経営計画─主要数値目標中期経営計画─主要数値目標
単位：百万円、％単位：百万円、％★・・・過去最高★・・・過去最高

 事業環境・中長期戦略事業環境・中長期戦略

＊＊2010/32010/3期以降の１株当たり当期純利益、同自己資本当期純利益率は、第三者割当による自己株式期以降の１株当たり当期純利益、同自己資本当期純利益率は、第三者割当による自己株式
の処分を反映した株式数、自己資本額に基づき算定しております。の処分を反映した株式数、自己資本額に基づき算定しております。

売 上 高 ★ 16,526 ★ 16,687 ★ 17,357 ★ 18,174
（前期比）

国内売上高 ★ 12,674 ★ 13,076 ★ 13,411 ★ 13,915
（前期比）

海外売上高 3,852 3,611 3,945 ★ 4,258
（前期比）

営 業 利 益 1,414 1,121 1,371 1,749
（対売上率）

経 常 利 益 1,313 1,041 1,295 1,671
（対売上率）

当 期 純 利 益 793 677 798 ★ 1,044
（対売上率）

55.57円 42.18円 49.70円 64.99円
4.7％ 3.9％ 4.3％ 5.5％

25.7％ 24.3％ 25.7％ 26.5％

１株当たり当期純利益

自己資本当期純利益率

（デンタル）海外売上高比率

（△6.3％）

（4.8％）

（7.9％）

（8.6％）

（△6.5％）

（3.2％） （2.6％）

（9.3％）

（4.1％）

（6.2％）

（6.7％） （7.9％）

（7.5％）

（4.6％）

（7.9％）

（9.6％）

（9.2％）

（5.7％）

（14.3％）

2012/3期2009/3期
実績

2010/3期 2011/3期

（8.6％） （1.0％） （4.0％） （4.7％）

（3.8％）
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単位：百万円、％単位：百万円、％

 事業環境・中長期戦略事業環境・中長期戦略

金額 率 金額 率 金額 率 金額 率

デンタル事業 14,673 88.8 14,566 87.3 14,959 86.2 15,479 85.2

ネ イ ル 事 業 1,773 10.7 2,035 12.2 2,308 13.3 2,602 14.3

その他の事業 79 0.5 85 0.5 90 0.5 92 0.5

売 上 高 16,526 100.0 16,687 100.0 17,357 100.0 18,174 100.0

デンタル事業 1,359 9.3 991 6.8 1,171 7.8 1,478 9.5

ネ イ ル 事 業 37 2.1 110 5.4 178 7.8 249 9.6

その他の事業 17 21.5 19 22.6 20 23.1 21 23.3

営 業 利 益 1,414 8.6 1,121 6.7 1,371 7.9 1,749 9.6

2009/3期
実績

2010/3期 2012/3期2011/3期

中期経営計画
事業別セグメント（売上高・営業利益）
中期経営計画中期経営計画
事業別セグメント（売上高・営業利益）事業別セグメント（売上高・営業利益）
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中期経営計画
所在地別セグメント（売上高・営業利益）
中期経営計画中期経営計画
所在地別セグメント（売上高・営業利益）所在地別セグメント（売上高・営業利益）

単位：百万円、％単位：百万円、％

2009/3期
実績

2010/3期 2011/3期 2012/3期  
売 上 高 15,214 15,463 16,089 16,805 
営業利益 1,384 950 1,108 1,394 

（9.1%） （6.1%） （6.9%） （8.3%） 

売 上 高 1,092 1,026 1,115 1,205 
営業利益 24 37 84 127 

（2.3%） （3.6%） （7.6%） （10.6%） 

売 上 高 1,466 1,291 1,320 1,351 
営業利益 △2 64 74 82 

（△0.2%） （5.0%） （5.7%） （6.1%） 

売 上 高 524 615 781 942 
営業利益 47 65 99 140 

（9.1%） （10.7%） （12.7%） （14.9%） 

売 上 高 3,083 2,933 3,217 3,499 
営業利益 69 167 259 350 

（2.3%） （5.7%） （8.1%） （10.0%） 

売 上 高 18,298 18,397 19,307 20,305 
営業利益 1,454 1,117 1,367 1,745 

（7.9%） （6.1%） （7.1%） （8.6%） 

日 本

ア メ リ カ

(対売上率）

(対売上率）

(対売上率）

欧 州

ア ジ ア
(対売上率）

在 外 合 計
(対売上率）

(対売上率）

連結消去前
合 計
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2009/3期
（実績）

1,352   1,418   593   618   
635   744   768   794   

89   89   89   89   
1,041   1,153   1,139   1,182   

設 備 投 資

減 価 償 却 費

2010/3期 2012/3期

（うちのれん償却）

研 究 開 発 費

2011/3期

単位：百万円単位：百万円

2010/32010/3期設備投資計画の主な内訳期設備投資計画の主な内訳
 物流拠点の整備物流拠点の整備 712712百万円百万円

 営業拠点機能の整備営業拠点機能の整備 178178百万円百万円

中期計画において見込まれていない案件（今後の課題）中期計画において見込まれていない案件（今後の課題）
 西日本物流センター西日本物流センター

 本社工場、国内外生産子会社を含めた生産拠点の拡充・再配置本社工場、国内外生産子会社を含めた生産拠点の拡充・再配置

 グループ基幹システムグループ基幹システム

 ネイル事業ネイル事業

中期経営計画
設備投資・減価償却費・研究開発費
中期経営計画中期経営計画
設備投資・減価償却費・研究開発費設備投資・減価償却費・研究開発費
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期
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期
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予
想

普通配当 記念配当

個別配当性向 連結配当性向

配当政策配当政策配当政策  目標配当性向目標配当性向 3030％％以上以上
 上場以降の平均上場以降の平均連結連結配当性向：配当性向：34.634.6％％

（（'90/3'90/3期～期～''0909/3/3期加重平均）期加重平均）

大
証

上
場

記
念

5円
東証上場記念 5円を含む

 事業環境・中長期戦略事業環境・中長期戦略

＊＊2010/32010/3期予想配当性向は、第三者割当による自己株式の処分を反映した株式数に基づき算定しております。期予想配当性向は、第三者割当による自己株式の処分を反映した株式数に基づき算定しております。
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新経営体制（常務以上）新経営体制（常務以上）新経営体制（常務以上）

（（5858才）才）

（（6262才）才）

（（6565才）才）

（（6363才）才）

（（5353才）才）

（（6464才）才）

現職現職氏氏 名名新職新職

常務取締役常務取締役関関 敏明敏明専務取締役専務取締役

常務取締役常務取締役西田西田 喜直喜直常務取締役常務取締役

専務取締役専務取締役白波瀬白波瀬 文雄文雄取締役副社長取締役副社長

専務取締役専務取締役
（代表取締役）（代表取締役）

脇野脇野 喜和喜和取締役副社長取締役副社長
（代表取締役）（代表取締役）

常務取締役常務取締役根來根來 紀行紀行取締役社長取締役社長
（代表取締役）（代表取締役）

取締役社長取締役社長
（代表取締役）（代表取締役）

太田太田 勝也勝也取締役会長取締役会長
（代表取締役）（代表取締役）

＊＊20092009年年66月月2525日株主総会後の取締役会において正式決議（予定）日株主総会後の取締役会において正式決議（予定）
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株式会社 松 風

〒605-0983 京都市東山区福稲上高松町11番地
TEL 075-561-1112
FAX  075-561-1227

URL http://www.shofu.co.jp
E-MAIL  ir@shofu.co.jp
お問合せ先 総合企画部

本資料における予想は、現時点において入手可能な情報及び将来の業績

に影響を与える不確実な要因に係る仮定を前提としています。

実際の業績は、今後様々な要因によって

大きく異なる結果となる可能性があります。
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以下のページはご参考資料として作成しているもので
本説明会でのご説明は省略させていただきます。

会社及び事業の概要会社及び事業の概要会社及び事業の概要
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会社の概要会社の概要会社の概要

16,114,089株発行済株式総数





















11社（国内4社・海外7社）
デンタル事業 9社（国内3社・海外6社）
ネイル事業 2社（国内1社・海外1社）

グ ル ー プ 会 社

（代理店経由） 歯科医療機関主 要 販 売 先

歯科器材の製造販売事 業 内 容

428名（グループ：760名、うち海外206名）従 業 員 数

東京証券取引所（第二部）（2007/2/15上場）
大阪証券取引所（第二部）（1989/11/9上場）

上 場 取 引 所

4,474,646,614円資 本 金

大正11年（1922年）5月15日設 立

京都市東山区福稲上高松町11番地所 在 地

取締役社長 太田 勝也代 表 者

株式会社 松風 （SHOFU Inc.）会 社 名

 会社及び事業の概要会社及び事業の概要

（2009年3月31日現在）
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 陶歯・陶材・レジン歯

 ダイヤモンド研削材
 カーボランダム研削材
 シリコン研磨材
 その他切削・研磨材

 工業用研削材類

 鋳造用金合金・銀合金
 その他金属

 合成樹脂製品
 印象材
 ワックス製品

 歯科用セメント
 石膏・埋没材製品

 歯科用機器
 オーラルケア・感染予防製品
 矯正材料
 美容・健康器具
 その他

主要取り扱い製品主要取り扱い製品主要取り扱い製品

人工歯類人工歯類

研削材類研削材類

金属類金属類

化工品類化工品類

セメント類他セメント類他

機械器具類その他機械器具類その他

別添 「製品プロフィール」をご参照ください

歯科治療の過程で当社の製品をご使用
いただいております。

歯科医療に使用される材料・機器 全般の製造販売

 会社及び事業の概要会社及び事業の概要
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会社の沿革会社の沿革会社の沿革

環境マネジメントシステム（ＩＳＯ14001）認証取得（本社・全社）

中国（上海）での生産拠点 上海松風歯科材料有限公司設立

中国での販売拠点 松風歯科器材（上海）有限公司を設立

三井化学㈱に対する第三者割当による自己株式180万株の譲渡（予定）

三井化学㈱、サンメディカル㈱との業務・資本提携に関する基本合意• 2009

創立85周年／東京証券取引所（市場第二部）上場• 2007
㈱ネイルラボ株式取得・子会社化• 2008
大証Ｊ－ＮＥＴ市場における自己株式取得取引により160万株の自己株式取得

米国・ドイツに販売会社を設立／台湾でのレジン歯生産開始
㈱滋賀松風設立、 レジン歯の生産を移管

• 1971～1978

大阪証券取引所の上場廃止（予定）

顧客サービスの向上を目指した研修センター竣工• 2006

株式交換により、㈱昭研を完全子会社化• 2005

創立80周年／北京駐在員事務所開設• 2002～2003
創立75周年記念事業の一環として業界最大規模の研究所を建設• 1997
㈱プロメック設立／上海駐在員事務所開設• 1996

英国における研究開発・生産会社設置（買収）及び販売会社設立
英国品質保証規格（ＧＭＰ）の認証取得、ＣＥマーキング認証取得

• 1990～1997
大阪証券取引所（市場第二部）上場• 1989
㈱松風に社名変更、経営改革に着手• 1983

株式店頭登録• 1963
松風陶歯製造株式会社設立、国産初の人工歯を開発、発売• 1922

 会社及び事業の概要会社及び事業の概要
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（単位：億円）

1960年代
健康保険制度の普及
による高度成長期

経営改革（1983年）
～業界初の株式上場

（1989年）

1980年代
・医療費抑制政策・低成長時代へ
・医療費本人１割負担

の実施（1984年）

1970年代
海外進出
（米・独・台湾）

医療費本人負担増加
・1997年 1割→2割
・2003年 2割→3割

・改正薬事法の
施行（2005年）
・診療報酬改定
過去最大の引き下げ
（2006年）

（注）金額は個別売上高であります

会社の沿革～売上高の推移会社の沿革～売上高の推移会社の沿革～売上高の推移

東証二部上場
（2007年）

 会社及び事業の概要会社及び事業の概要
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㈱ 滋賀松風
㈱ 昭研

SHOFU Dental
Corporation

上海松風歯科材料有限公司
松風歯科器材（上海）有限公司

SHOFU Dental GmbH

Advanced Healthcare Ltd.
SHOFU Dental Products Ltd.

㈱ プロメック
㈱ ネイルラボ

生産拠点
販売拠点
ネイル事業子会社

ＢＲＩＣ s

インド（2.6万人）

中南米（15.6万人）

うちブラジル
（6.3万人）

北米（16.6万人）
うちアメリカ（15万人）

ロシア（11万人）

欧州 （27.8万人）
その他アジア
（7.4万人）

中国（6.8万人）

アフリカ （3万人）
オセアニア （1万人）

＊世界の歯科医師数は「世界の歯科事情と
安心ガイド」（日本歯科医師会）ほかより

Nail Labo Inc.

グループの概要と世界の歯科医師数グループの概要と世界の歯科医師数グループの概要と世界の歯科医師数
 会社及び事業の概要会社及び事業の概要
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株式会社 滋賀松風株式会社 滋賀松風

SHANGHAI SHOFU Dental 
Material Co.,Ltd.（中国）

SHANGHAI SHOFU Dental 
Material Co.,Ltd.（中国）

株式会社 プロメック株式会社 プロメック

株式会社 昭 研株式会社 昭 研

SHOFU Dental 
Corporation（米）

SHOFU Dental 
Corporation（米）

SHOFU Dental
GmbH.（独）

SHOFU Dental
GmbH.（独）

SHOFU Dental 
Products Ltd.（英）

SHOFU Dental 
Products Ltd.（英）

━━当社との取引
━━子会社間取引

生産会社

販売会社

国内・海外拠点

国内 1支社・5営業所国内 1支社・5営業所

海外 1拠点（シンガポール）海外 1拠点（シンガポール）

SHOFU Dental Supplies
（Shanghai）Co.,Ltd.（中国）

SHOFU Dental Supplies
（Shanghai）Co.,Ltd.（中国）

株式会社
松 風

グループの概要グループの概要グループの概要

株式会社 ネイルラボ株式会社 ネイルラボ Nail Labo Inc.（米）Nail Labo Inc.（米）

ネイル事業販売会社

Advanced
Healthcare Ltd.（英）

Advanced
Healthcare Ltd.（英）

 会社及び事業の概要会社及び事業の概要
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卸特約店

特 約 店

販売店
歯
科
医
療
機
関
・
学
校
等

国内

患

者

・

顧

客

歯科治療
・

サービス

（75.5％）

矯正材料他

各
国
代
理
店

現地販売会社

北米・中南米・欧州・中国

アジア・オセアニア

海外

（4.4％）

（42.1％）

（57.9％）

（20.1％）

（ ）内はルート別売上高構成比率（2009/3期・単体ベース）であります。

松

風

販売ルート販売ルート販売ルート
 会社及び事業の概要会社及び事業の概要
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商品分類別マーケットシェア商品分類別マーケットシェア商品分類別マーケットシェア

「全分類合計」は、「金銀パラジウム合金」 「歯科診療室用機
械装置」を含むシェアであり、 「全分類合計Ⅱ」及びその他の
シェアはすべて「金銀パラジウム合金」 「歯科診療室用機械
装置」を除くシェアであります。

厚生労働省 薬事工業生産動態統計
（メーカー出荷額）に基づく
（2006年暦年・国内）
（ ）内は市場規模

3.7％

金属類
（136.1億円）

13.3
％

化工品類
（202.1億円）

13.1
％

セメント類他
（107.8億円）

7.4％

全分類合計
（1,487億円）

50.2
％

人工歯類
（43.3億円）

47.4
％

研削材類
（52.6億円）

4.3％

機械器具類
その他

（413.5億円）

11.6
％

全分類合計Ⅱ
（955億円）

 会社及び事業の概要会社及び事業の概要
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ご参考<歯科関係データ>ご参考ご参考<<歯科関係データ歯科関係データ>>
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国民医療費・65歳以上人口の比率・歯科医療費構成比率・
薬事統計出荷額構成比率の推移（1962年～2006年）

歯科医療費に占める薬事統計
金額の比率（右目盛）

国民医療費に占める
歯科医療費の比率

（右目盛）

歯科医療費
（指数）

（'62：1.00）

65歳以上人口

の比率（右目盛）

歯科関連統計の長期推移歯科関連統計の長期推移歯科関連統計の長期推移

国民医療費
（指数）（'62:100）

（国民医療費の概況、薬事工業生産動態統計（厚生労働省）各年資料より作成）

 ご参考：歯科関係データご参考：歯科関係データ
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100,000

従事歯科医師数
（単位：人／右目盛）

歯科医師１人当たり歯科医療費
（単位：千円／左目盛）

歯科医療費
（単位：億円／左目盛）

歯科医療費と歯科医師数の推移歯科医療費と歯科医師数の推移歯科医療費と歯科医師数の推移

（国民医療費の概況、医師・歯科医師・薬剤師調査（厚生労働省）各年資料より作成）

 ご参考：歯科関係データご参考：歯科関係データ
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　 0 ～ 14 歳 　15 ～ 44 歳 　45 ～ 64 歳 　65 歳 以 上

単位：％

一般診療

年齢層別医療費（構成比）年齢層別医療費（構成比）年齢層別医療費（構成比）
65歳以上の高齢者のウェイトは

一般診療分野に比べ歯科は低い

（国民医療費の概況（厚生労働省）各年資料より作成）

歯科診療

 ご参考：歯科関係データご参考：歯科関係データ
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年齢層別医療費の対比─歯科・眼科・整形外科年齢層別医療費の対比─歯科・眼科・整形外科年齢層別医療費の対比─歯科・眼科・整形外科

（平成18年度国民医療費の概況（厚生労働省）より作成）

1,832

6,756

8,617

7,834

5,429

3,045

731

1,375

1,969

5,405 4,384

3,006

292

1,765

4,732

11,227

9,171

6,302

-

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

0～14歳 15～44歳 45～64歳 65歳以上 70歳以上
（再掲）

75歳以上
（再掲）

歯科 眼科 整形外科

（億円）
眼科・整形外科は歯科に比べ

高齢者のウェイトが高い

 ご参考：歯科関係データご参考：歯科関係データ
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-7.0％

-6.0％

-5.0％

-4.0％

-3.0％

-2.0％

-1.0％

0.0％

1.0％

2.0％

3.0％

4.0％

5.0％

6.0％

7.0％

'97/12

'98/6

'98/12

'99/6

'99/12

'00/6

'00/12

'01/6

'01/12

'02/6

'02/12

'03/6

'03/12

'04/6

'04/12

'05/6

'05/12

'06/6

'06/12

'07/6

'07/12

'08/6

社保

国保

社保・国保合計

歯科医療費動向歯科医療費動向歯科医療費動向
歯科医療保険支払金額の前年同月比（12ヵ月移動平均値）
（1997年12月～2008年11月）

医療費本人負担引き上げ
1997年9月 2割
2003年4月 3割

（社会保険診療報酬支払基金データ、及び国民健康保険中央会「国保医療費の動向」より作成）

過去最大の診療報酬
引き下げ（2006年4月）

 ご参考：歯科関係データご参考：歯科関係データ
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306

331

397

459

496 422 346

350 291

382

203 165

163

169

173 145

134

145

152

149

1,053
1,015

933

841
895 912 895

942 940 956

1,562 1,512 1,493 1,469
1,564

1,479
1,375

1,437 1,383
1,487

'97年 '98年 '99年 '00年 '01年 '02年 '03年 '04年 '05年 '06年

金パラ ユニット その他 合計

出荷額 単位：億円（暦年）

薬事統計出荷額推移薬事統計出荷額推移薬事統計出荷額推移

（厚生労働省 薬事工業生産動態統計（メーカー出荷額）（各年年報）より作成）

 ご参考：歯科関係データご参考：歯科関係データ
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98.0
95.0

88.9
82.3

70.3

57.1

42.3

27.1
21.1

8.3

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

40～ 45～ 50～ 55～ 60～ 65～ 70～ 75～ 80～ 85～

（歳）

（％）

８０２０運動と歯科疾病の変化８０２０運動と歯科疾病の変化８０２０運動と歯科疾病の変化

（2005年歯科疾患実態調査・厚生労働省）

（2005年（財）8020推進財団調査）

残存歯20歯以上の割合 歯を失う原因

2006年で「 8020達成者20％」という第一目標をクリア

矯正,
1.2％

その他,
12.6％

破折,
11.4％

う蝕（むし
歯）, 32.4％

歯周病,
41.8％

 ご参考：歯科関係データご参考：歯科関係データ
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歯・口の健康に対する意識歯・口の健康に対する意識歯・口の健康に対する意識

実際に定期ケアを受けていますか？
歯科医院での定期ケア
（健診・清掃）は必要だと思いますか？

「お口の健康」に満足していますか？「身体の健康」に満足していますか？

潜在需要

出典：平成19年度版 歯科医療機器産業
ビジョン（参考資料集）より

 ご参考：歯科関係データご参考：歯科関係データ
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15,566

16,066

15,973

15,983

16,042

16,136

16,352

16,778

16,789

17,410

17,983

18,180

18,237

10.3 10.6 10.6 10.5 10.6 10.6 10.7 11.0 11.0 11.4 11.7 11.9 11.9

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

1995
年度

1996
年度

1997
年度

1998
年度

1999
年度

2000
年度

2001
年度

2002
年度

2003
年度

2004
年度

2005
年度

2006
年度

2007
年度

件数（万件） 受診率（％）

＊受診率：月1回（年12回）の治療（又は検診）を受ける者の比率

歯科診療受診率の推移歯科診療受診率の推移歯科診療受診率の推移

（厚生労働省「最近の医療費の動向（ＭＥＤＩＡＳ）」各年資料より作成）

受診率は10％程度から大きく上昇していない

 ご参考：歯科関係データご参考：歯科関係データ
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44.4 43.9 45.7

37.9

27.7 27.9
25.4

0

10

20

30

40

50

0本 1～5 6～9 10～14 15～19 20～24 25本

以上

1人当たり年間医療費

（万円）

健全な歯の本数

健全な歯の数と医療費の関係健全な歯の数と医療費の関係健全な歯の数と医療費の関係

健全な歯が多いほど医療費節減に効果

（日本大学松戸歯学部有川量崇専任講師「高齢者における口腔状態と医療費の関連性」
（2003年発表論文）をもとに作成）
（調査対象：自立している80歳の高齢者954人（男性392人、女性562人））

 ご参考：歯科関係データご参考：歯科関係データ
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北米市場の動向北米市場の動向北米市場の動向

16％54％定期受診率

1,430人1,670人人口
（歯科医師一人当たり）

0.7人0.6人歯科医師数
（人口1,000人当たり）

日本北米

＊平成11年保健福祉動向調査とコルゲート社調査
＊日本歯科大学生命歯学部衛生学講座八重垣 健主任教授

の「カナダ歯科界成功の理由」（DH Style 2007年9月号掲載）を参考

定期受診の定着
→ 歯科医の不足

定期受診の拡大
→ 歯科医過剰の解消へ

＜ＷＨＯによる適正人口：2,000人＞

 ご参考：歯科関係データご参考：歯科関係データ



70

むし歯や歯周病が引き起こす全身の病気むし歯や歯周病が引き起こす全身の病気むし歯や歯周病が引き起こす全身の病気

全 身

妊 娠

消化器・
呼吸器の病気

循環器の病気

皮膚の病気

代謝異常の病気

・敗血症 ・頭痛 ・肩こり
・内臓の不調 ・栄養障害

・・早産早産 ・・低体重児出産低体重児出産

・・胃炎胃炎 ・・胃潰瘍胃潰瘍
・・誤嚥性肺炎誤嚥性肺炎

・・心内膜炎心内膜炎 ・・心筋炎心筋炎
・・動脈硬化動脈硬化

・・皮膚炎皮膚炎

・・糖尿病糖尿病

（社会保険研究所発刊「いい歯いきいき めざそう8020」より転載）

歯

・
口

腔

の

病

気

 ご参考：歯科関係データご参考：歯科関係データ
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オセアニア
（1万人）

アフリカ
（3万人）

中南米
（15.6万人）

ロシア（11万人）

日本（9.3万人）

中国（6.8万人）

その他アジア（7.4万人）

欧州（27.8万人）

北米（16.6万人）

（うちブラジル6.3万人）

（うちアメリカ 15万人）

◆基礎資料：
歯科医師数………日本歯科医師会

「世界の歯科事情と安心ガイド」ほかより
推定市場規模……歯科医療機器産業ビジョン作成協議会

「平成19年 歯科医療機器産業ビジョン」より

世界の歯科医師数世界の歯科医師数世界の歯科医師数

インド
（2.6万人）

Global PlayerGlobal Player
との競争激化との競争激化

世界の歯科医数 約100万人
推定市場規模 約2兆円

 ご参考：歯科関係データご参考：歯科関係データ


